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ベトナムの風に吹かれて 
主人公のみさおは、認知症の母をベトナ
ムに呼び寄せ、異国での介護生活に奮闘
する。家族のように二人を受け入れ、支
えてくれるベトナムの人々との心温まる
交流を描く人間ドラマ。

◎上映時間（114分） 
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～

◎鑑賞料 
　一般／1,800円　大学生／1,500円  
　高校生以下／1,000円　60歳以上／1,000円

問リナシティかのや　☎35-1001

特
別
割
引
券

ベト
ナム
の風
に

吹か
れて

割引券をお持ちの人に30
0円

（60
歳以上を除く、高

校生以下は20
0円

）

を割引します。

映 画 情 報

※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。
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▪	鹿屋市公式 facebook
	 https://www.facebook.com/
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鹿屋市広報

平成27年12月１日現在（前月比）
統計情報

今月のカバー

◦人口／ 103,795人 （＋23）
◦男性／ 49,308人 （＋21）
◦女性／ 54,487人 （＋２）
◦世帯／ 45,794世帯 （＋７）
◦面積／ 448.33㎢

パット・オースチン

市の花　ばら

花びらの内側は明るい銅色で外側は淡い
イエローがかかる。爽やかで濃厚な心地
よいティー系の香りが特徴。

七
なな

狩
かり

長
おさ

田
たぬ

貫
き

神社の大クス
七狩長田貫神社（通称：田崎神社）の大ク
スは、高さが約25ｍあり、古くからご神木
として地域を見守り続けてきました。クス
は大地に深く根を張り、青空高く成長する
ことから、市政の力強さと発展を願って平
成19年に市の木に指定されています。

社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の

January
2016

田た

畑ば
た	

博ひ
ろ
し司	

さ
ん

鹿
屋
市

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

せ
ん
。
現
在
の
社
殿
は
、
倒
木
し
た

神
木
を
一
部
使
っ
て
、
平
成
６
年
に

立
て
替
え
た
も
の
で
す
。

　

山
宮
神
社
で
は
約
４
０
０
年
の

歴
史
を
持
つ『
春
祭
り
』
が
有
名
で
、

五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
な
ど
を
祈
念

し
て
２
月
第
３
日
曜
日
に
行
い
ま

す
。
ま
た『
春
祭
り
に
伴
う
芸
能（
正

月
踊
り
、
か
ぎ
引
き
、
田
打
ち
）』は
、

昭
和
37
年
に
県
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

芸
能
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
す
る
と
、

『
正
月
踊
り（
棒
踊
り
）』
は
、
３
つ

の
集
落
の
棒
踊
り
で
構
成
さ
れ
３
尺

棒
や
６
尺
棒
を
打
ち
合
い
な
が
ら
勇

壮
に
踊
り
、
奉
納
し
ま
す
。

　
『
か
ぎ
引
き
』は
、
山
か
ら
切
り
出

し
た
落
葉
樹
を
６
集
落
が
雄お

か
ぎ
と

雌め

か
ぎ
に
分
か
れ
て
２
回
勝
負
で
引

き
合
い
ま
す
。
２
度
勝
つ
と
豊
作
と

な
り
、
引
き
分
け
で
も
双
方
が
豊
作

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
田
打
ち
』で
す
が
、
残
さ
れ
た
地

域
は
珍
し
く
、
県
の
無
形
民
俗
文
化

財
の
指
定
を
受
け
ら
れ
た
要
因
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
太
郎
と

次
郎
に
扮ふ
ん

す
る
神
官
が
、正
月
踊
り
、

か
ぎ
引
き
で
荒
れ
た
地
を
、
流り

ゅ
う
ち
ょ
う暢
な

鹿
児
島
弁
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
話
し
な

が
ら
地
を
な
ら
し
て
い
き
ま
す
。
最

後
に
、
宮ぐ
う

司じ

が
種
ま
き
を
行
い
今
年

の
豊
作
を
祈
願
し
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
子
ど
も
が
少
な
く

継
承
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
が
、
地

元
の
小
・
中
学
校
で
は
伝
統
を
守
る

た
め
、
総
合
学
習
や
運
動
会
、
文
化

祭
な
ど
の
様
々
な
場
で
芸
能
を
披
露

し
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
！
」

　

今
年
も「
山
宮
神
社
春
祭
り
」
が

２
月
21
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

細
山
田
の
国
道
か
ら
少
し
入
っ

た
小
高
い
丘
に
鎮
座
す
る「
山
宮
神

社
」。
創
始
は
古
く
正
確
な
年
代
は

不
詳
で
す
が
、
素ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

戔
鳴
尊
を
祭
神
と

し
て
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
、
細
山
田
在
住

の
田
畑
博
司
さ
ん（
76
歳
）
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

　
「
旧
社
殿
は
、
平
成
５
年
の
台
風

13
号
で
町
指
定
天
然
記
念
物
の
杉

（
樹
齢
約
４
５
０
年
、
高
さ
30
ｍ
）５

本
が
倒
れ
て
倒
壊
し
ま
し
た
。た
だ
、

周
辺
住
宅
に
被
害
が
全
く
出
な
か
っ

た
こ
と
は
神
様
の
お
陰
か
も
知
れ
ま

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

山
宮
神
社

串良町細山田3530

16土1

～
1 29金
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平成
28年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
で
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
よ
り
市
政
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、

平
和
学
習
ガ
イ
ド
の
養
成
や
戦
跡
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
・

企
画
展
の
開
催
な
ど
戦
争
の
記
憶
を
次
世
代
に
伝
え

る
と
と
も
に
、
改
め
て
市
民
の
皆
様
と
命
と
平
和
の

大
切
さ
を
考
え
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
内
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
国
民

文
化
祭
か
ご
し
ま
２
０
１
５
で
は
、
鹿
屋
市
内
に
お

い
て
も「
花
い
く
さ
」
な
ど
各
種
文
化
イ
ベ
ン
ト
に

市
内
外
か
ら
約
６
万
５
千
人
の
方
々
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
鹿
屋
の
文
化
の
奥
深
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

産
業
面
に
関
し
て
は
、
昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
大
隅
加
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
民
間
企
業
の
共

同
研
究
に
よ
る
６
次
産
業
化
の
推
進
が
図
ら
れ
て
き

て
い
る
と
と
も
に
、
農
業
分
野
で
は
、
生
産
者
の
皆

様
が
各
種
品
評
会
等
で
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
の

今
後
の
発
展
に
つ
な
が
る
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
例
年
に
も
増
し
て
盛
大
に
開
催
し
た

産
業
フ
ェ
ス
タ
や
農
業
ま
つ
り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
に
ぎ
わ
い
は
地
域
の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
本
市
出

身
の
森
山
𥙿
衆
議
院
議
員
が
農
林
水
産
大
臣
に
就
任

さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
、
鹿
屋
市
は
本
年
１
月
１
日
で
合
併
10
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

10
年
を
振
り
返
り
、検
証
し
つ
つ
こ
れ
か
ら
の
鹿
屋
・

大
隅
の
新
し
い
未
来
へ
向
け
て
市
民
の
皆
様
と
共
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

取
組
に
あ
た
っ
て
は
、昨
年
10
月
に
策
定
し
た「
鹿

屋
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」・「
鹿
屋
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
た
２
０
６
０
年
に
約

９
万
人
の
人
口
を
維
持
す
る
と
い
う
将
来
目
標
の
実

現
に
向
け
て
、
人
口
減
少
を
克
服
す
る
施
策
を
展
開

し
、
鹿
屋
・
大
隅
が
成
長
す
る
活
力
を
取
り
戻
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
戦
略
に
位
置
づ
け
た「
大
隅
地
域
の

拠
点
都
市
と
し
て
の
存
在
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
」、

「
若
者
の
魅
力
的
な
住
環
境
や
雇
用
、
教
育
環
境
を

創
造
す
る
」、「
鹿
屋
の
地
域
力
を
結
集
し
て
地
方
創

生
に
取
り
組
む
」
こ
と
を
基
本
姿
勢
に
市
民
が
将
来

に
希
望
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
実
効
性
の
高
い
施
策
・
事
業
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
は
、「
丙
ひ
の
え

申さ
る

」
の
年
で
す
。
丙
は
太
陽
の

火
で
、
物
事
の
本
質
が
明
ら
か
に
な
る
意
味
で
、
申

は
果
実
が
成
熟
し
明
ら
か
に
な
る
意
味
だ
そ
う
で

す
。
今
年
は
丙
と
申
を
併
せ
て
、
努
力
し
て
き
た
こ

と
が
実
を
結
び
、
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
で
挑
戦
す
る
と
と
も
に
、
安
心
・

安
全
で
将
来
に
希
望
の
持
て
る
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
春
の
門
出
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様

方
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

霧島ヶ丘公園から見た日の出

鹿
屋
市
長

中
西 

茂
豊かさと温もりを実感できる
市民が主役の明るい未来づくり

新年のごあいさつ

鹿屋の未来を
切り拓く
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１
月
１
日

１
月
12
日

３
月
19
日

３
月
29
日

４
月
７
日

４
月
25
日

８
月
４
日

８
月
５
日

１
月
８
日

２
月
13
日

２
月
17
日

３
月
20
日

３
月
21
日

４
月
１
日

４
月
3
日

７
月
１
日

８
月
１
日

９
月
１
日

11
月
10
日

２
月
16
日

３
月
１
日

３
月
22
日

３
月
30
日

４
月
１
日

10
月
26
日

11
月
３
日

３
月
19
日

５
月
23
日

７
月
19
日

９
月
１
日

９
月
27
日

12
月
１
日

４
月
28
日

５
月
２
日

６
月
11
日

６
月
17
日

９
月
２
日

10
月
１
日

11
月
７
日

１
月
４
日

２
月
26
日

３
月
６
日

３
月
11
日

３
月
12
日

３
月
13
日

３
月
25
日

４
月
１
日

４
月
５
日

９
月
24
日

新
鹿
屋
市
誕
生
記
念
花
火
打
ち
上
げ
・
開
市
式

新
鹿
屋
市
初
の
臨
時
議
会

１
市
３
町
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
合
併
調
印
式

国
道
２
６
９
号
西
原
バ
イ
パ
ス
開
通

１
市
３
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
統
合
記
念
式
典

か
の
や
ば
ら
園
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

Ｆ
Ｍ
か
の
や
開
局

鹿
屋
中
央
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
全
国
高
校
総
体
優
勝

新
鹿
屋
市
成
人
式

新
「
鹿
屋
市
茶
業
振
興
会
」
設
立
総
会

新
市
誕
生
記
念
植
樹
祭

初
代
ロ
ー
ズ
ク
ィ
ー
ン
か
の
や
決
定

東�

九
州
自
動
車
道
「
鹿
屋
串
良
Ｉ
Ｃ
～
曽
於
弥
五
郎
Ｉ
Ｃ
間
」

起
工
式

市
民
憲
章
と
市
の
木
「
ク
ス
」
を
定
め
た
条
例
が
施
行

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
竣
工
式

鹿�

屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
鹿
屋
市
中
小
企
業
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
が
オ
ー
プ
ン

か
の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

平
和
都
市
宣
言

「
か
の
や
く
る
り
ん
バ
ス
」
が
運
行
開
始

鹿
屋
女
子
高
等
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典

高�

校
生
に
よ
る
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル�

「
～
ヒ
メ
と
ヒ
コ
～
あ
る
王
の
物
語
」
を
初
公
演

映
画
「
チ
ェ
ス
ト
！
」
上
映

「
鹿
屋
・
吾
平
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
」
設
立
総
会

国
道
２
２
０
号
古
江
バ
イ
パ
ス
（
花
岡
～
新
城
間
）
開
通

鹿
屋
市
消
防
団
組
織
の
再
編

串
良
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
串
良
さ
く
ら
温
泉
」
が
オ
ー
プ
ン

吾
平
自
然
公
園
が
オ
ー
プ
ン

「
肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
」
が
本
格
稼
働

ね�

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

鹿
屋
市
漁
協
直
営
販
売
所
兼
食
堂
「
み
な
と
食
堂
」
オ
ー
プ
ン

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
完
成

関
西
鹿
屋
会
設
立
総
会

輝
北
天
体
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
in
か
の
や

串
良
総
合
支
所
移
転

第
１
０
０
回
吾
平
町
敬
老
会

鹿
児
島
中
央
駅
～
鹿
屋
間
を
結
ぶ
直
行
バ
ス
の
運
行
を
開
始

鹿�

屋
市
口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部
を
設
置
（
10
月
12
日
解
散
）

輝
北
町
上
百
引
及
び
垂
水
市
牛
根
に
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
設
置

肝
属
地
区
中
学
校
体
育
大
会
の
延
期
を
要
請

市
内
各
町
内
会
へ
イ
ベ
ン
ト
や
外
出
自
粛
を
要
請

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

鹿
屋
体
育
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

鹿
屋
市
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典

プ�

ロ
野
球
の
前
田
大
和
選
手
が
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
開
始�

（
15
日
鶴
岡
慎
也
選
手
・
18
日
和
田
毅つ
よ
し
投
手
が
合
宿
開
始
）

鹿
屋
バ
ラ
色
商
店
街
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
初
開
催

国
道
２
２
０
号
古
江
バ
イ
パ
ス
（
古
里
～
花
岡
間
）
開
通

東
日
本
大
震
災
発
生

九
州
新
幹
線
全
線
開
通

百
引
・
市
成
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

百
引
・
平
南
・
市
成
・
高
尾
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

大
隅
半
島
４
市
５
町
復
興
支
援
チ
ー
ム
の
出
発
式

大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
が
開
所

輝
北
小
学
校
・
輝
北
中
学
校
開
校
式

鹿
屋
体
育
大
学
開
学
30
周
年
記
念
講
演
会

祝
新鹿屋市誕生10年のあゆみ

平成18年1月　新鹿屋市開庁式

４月、「かのやばら園」が、品種4,000種、株
数50,000株、面積８haの国内最大級のば
ら園として生まれ変わりました。

２月、市出身の松永太郎さんが演
出し、地元の高校生が出演する
ミュージカル「ヒメとヒコ」の第１回
公演が行われました。

12月、鹿児島中央駅と鹿屋市を１日５往復約２時間で結ぶ直行バス
の運行を開始しました。

　平成18年１月１日に旧鹿屋市、吾平町、串良町、輝北町が合
併して新鹿屋市が誕生してから今年１月で10年を迎えました。
　今回の特集では鹿屋市が刻んだ10年のあゆみを振り返ります。

問市総務課（３階）　☎ 31-1127

１月、鹿屋市出身の大和選
手、肝付町出身の鶴岡慎
也選手のほか、和田毅投手
などプロ野球選手が自主ト
レや野球教室を行いました。

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

Kanoya cityKAGOSHIMA

平成
18年

平成
20年

平成
21年

平成
23年

th
ANNIVERSARY

「祝 10 年」は公益財団法人 日本習字教育財団 書学研究員 志民 和儀 氏による揮
き

毫
ごう
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平成26年12月21日、念願の九州自動車道「鹿屋串良JCT〜曽於弥五郎IC（17.７km）」が開通。同時に、大隅縦貫道
「鹿屋串良JCT〜笠之原IC（６．１km）」も開通し、鹿屋まで高速道路が結ばれた歴史的な一日となりました。

７月、鹿屋中央高校野球部が大隅半島から初めて夏の甲子園の出場権を
獲得。新たな球史を刻むとともに、夢と感動を届けてくれました。

４月、輝北地区と
吾平地区のくるり
んバスの運行を
開始しました。

４月、鶴羽、古江、菅
原の３小学校と花岡中
学校を再編し、県内初
となる施設一体型の小
中一貫校花岡学園が
開校しました。

10月31日からの16日間、国民文化祭が行われ、
市内外から約65,000人が訪れました。

⃝高校生ミュージカル
⃝名誉市民称号贈呈
　鹿屋市制施行10周年記念特別表彰
⃝作文コンクール表彰及び発表
　�小学校４年生による「未来のかのや」をテーマにした作文コ
ンクールの表彰及び発表

⃝10年を振り返る映像の上映

【二宮清純氏プロフィール】
1960年、愛媛県生まれ。
スポーツ紙や流通紙の記者を経てフリーのスポーツジャーナリ
ストとして独立。テレビのスポーツニュースや報道番組のコメ
ンテーター、講演活動と幅広く活動中。

鹿屋市制施行10周年記念式典

スポーツジャーナリスト
二宮清純氏による講演

３
月
８
日

４
月
２
日

４
月
３
日

５
月
23
日

11
月
４
日

11
月
15
日

３
月
10
日

３
月
17
日

３
月
24
日

４
月
５
日

４
月
８
日

６
月
16
日

８
月
１
日

２
月
14
日

３
月
１
日

３
月
22
日

４
月
１
日

４
月
７
日

４
月
26
日

６
月
５
日

７
月
１
日

７
月
24
日

７
月
25
日

10
月
１
日

11
月
11
日

12
月
21
日

１
月
24
日

３
月
８
日

３
月
15
日

３
月
21
日

４
月
16
日

５
月
２
日

７
月
３
日

７
月
11
日

７
月
27
日

８
月
３
日

８
月
９
日

10
月
31
日

12
月
27
日

高
隈
地
区
町
内
会
合
併
調
印
式

輝
北
地
区
く
る
り
ん
バ
ス
運
行
開
始

吾
平
地
区
く
る
り
ん
バ
ス
運
行
開
始

か
の
や
市
商
工
会
開
所
式

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
初
め
て
の
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ

鹿
屋
市
津
波
避
難
訓
練

百
引
地
区
町
内
会
合
併
調
印
式

古
江
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

菅
原
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

鶴
羽
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

神
野
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

吾
平
・
神
野
小
学
校
統
合
記
念
式
典

小
中
一
貫
校
花
岡
学
園
開
校
式

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
公
開
放
送

拉
致
問
題
啓
発
看
板
除
幕
式

「
永
遠
の
０
」
零
戦
の
展
示

国
道
５
０
４
号
百
引
バ
イ
パ
ス
開
通

Ｖ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
男
子
鹿
屋
大
会

地�

域
お
こ
し
協
力
隊
員
着
任
（
高
隈
地
域
）�

※
吾
平
地
域
は
７
月
と
８
月

鹿
屋
ア
ス
リ
ー
ト
食
堂
オ
ー
プ
ン

海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
開
隊
60
周
年
記
念
式
典

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
大
隅
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
の
開
設

「“
本
気
”
で
語
ろ
う
会
」
ス
タ
ー
ト

全�

国
高
校
野
球
選
手
権
鹿
児
島
大
会
で
鹿
屋
中
央
高
校
初
優
勝

美
里
吾
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
設
立
総
会

「
鹿
屋
バ
ス
停
留
所
」
完
成
式

「
永
遠
の
０
」
ド
ラ
マ
撮
影

東
九
州
自
動
車
道
が
鹿
屋
ま
で
開
通

石
破
茂
地
方
創
生
担
当
大
臣
が
や
ね
だ
ん
を
訪
問

高
須
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

浜
田
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
施
設
完
成
披
露
式

大
隅
加
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典

か
の
や
ば
ら
園
の
入
園
者
が
１
０
０
万
人
突
破

高
隈
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
設
立
総
会

高
須
駅
１
０
０
周
年
記
念
式
典

鹿�

屋
市
の
地
方
創
生
に
関
す
る
意
見
交
換
会�

（
29
日
・
30
日
も
開
催
）

倉�

岡
奈
々
さ
ん
が
全
国
高
校
総
体
陸
上
女
子
３
０
０
０
m
で�

優
勝

大
隅
縦
貫
道
整
備
促
進
決
起
大
会

戦
後
70
年
特
別
企
画
展

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
を
開
催

鹿
屋
市
平
和
公
園
屋
内
練
習
場
落
成
式
典

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

th
ANNIVERSARY

Kanoya cityKAGOSHIMA

平成
24年

平成
25年

平成
26年

祝
新鹿屋市誕生10年のあゆみ

　新市誕生からの10年間の歩みを振り返り、10周年を祝うとともに、これ
からの未来にむけた新たな出発の機会ととらえ、「鹿屋市制施行10周年記念
式典」を実施します。

４月、素材提供型の農業から一次加工による高付加価値
型農業の展開を図る拠点施設として、串良町細山田に大隅
加工技術研究センターがオープンしました。

平成
27年

Seiju
n Ninomiya

1 30 鹿屋市文化会館土
9：30 ～12：30
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街
みんなのイマをパシャ!!

　

12
月
19
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の

や
で「
人
権
問
題
講
演
会
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
人
権
問
題
に
対
す
る

正
し
い
理
解
と
認
識
を
一
層
深
め

る
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
、
約

４
０
０
人
が
参
加
。
当
日
は
人
権

ポ
ス
タ
ー
と
人
権
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
の
優
秀
者
に
対
す
る
表
彰
が
行

わ
れ
た
後
、
い
じ
め
に
対
す
る
大

人
の
認
識
を
考
え
る
た
め
の
講
演

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
な
表

情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

医　療

　

12
月
17
日
、
市
役
所
で「
鹿
屋

市
Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

か
り
つ
け
医
等
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
は
慢
性

腎
臓
病
の
こ
と
で
、
今
や
成
人
の

８
人
に
１
人
と
さ
れ
る
新
た
な
国

民
病
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
昨
年

10
月
末
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り

で
、
今
回
の
研
修
会
は
今
後
の
活

動
を
効
果
的
に
展
開
し
て
い
く
た

め
に
開
か
れ
た
も
の
。
参
加
し
た

医
療
関
係
者
は
真
剣
な
面
持
ち
で

メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

腎
臓
病
の
重
症
化
予
防
の
た
め
に

　

12
月
１
日
、
旧
桜
デ
パ
ー
ト

の
創
業
者
で
あ
る
立
元
明
光
さ

ん
か
ら
、
市
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

一
式
が
寄
贈
さ
れ
、
市
役
所
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
立
元
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
浄
財
は
今
回
を
含
め
る
と

約
８
，０
０
０
万
円
。
立
元
さ
ん

は「
広
報
用
の
カ
メ
ラ
１
台
が
使

え
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
こ
の
カ
メ
ラ
で
鹿
屋
市
の
よ

り
よ
い
情
報
を
取
材
し
て
発
信

し
て
欲
し
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

寄　贈

広
報
誌
作
成
に
役
立
て
て

　
12
月
22
日
、
市
役
所
で
拉ら

ち致
問

題
の
解
決
を
訴
え
る
署
名
と
募
金

が
拉
致
被
害
者
家
族
の
市
川
健
一

さ
ん
や
特
定
失
踪
者
家
族
の
村
岡

育
代
さ
ん
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
川
さ
ん
は「
奪
還
の
た
め
力

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
」
と
思
い
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
願
っ
て

　
12
月
17
日
、
県
建
設
業
協
会
鹿

屋
支
部「
鹿
屋
八
日
会
」が
、
会
員

か
ら
集
め
た
募
金
10
万
円
を
持
っ

て
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
同
会

の
募
金
は
今
回
30
回
目
。
頂
い
た

募
金
は
県
の
共
同
募
金
会
を
通
し

て
社
会
福
祉
な
ど
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
附

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
に
ベ
ン
チ
寄
贈

　
12
月
11
日
、
か
の
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
で
、
ベ
ン
チ
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
施
設
を
多
く
利
用

す
る
高
齢
者
に
休
憩
場
所
と
し
て

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
鹿
屋

西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
ア
ル
ミ

ベ
ン
チ
10
基
を
寄
贈
し
た
も
の
で

す
。

　

坂
田	

清せ
い
け
ん健	

さ
ん
（
82
歳
・
吾
平
町
上
名
）

　

元
公
立
小
学
校
校
長

◇
瑞
宝
単
光
章

　

池
畑	

國
雄	

さ
ん
（
78
歳
・
上
谷
町
）

　

元
鹿
屋
市
消
防
団
西
原
分
団
長

○
秋
の
叙
勲

◇
旭
日
単
光
章

　

野
村	

昇	

さ
ん
（
85
歳
・
新
生
町
）

　

元
弓
道
連
盟
副
会
長

◇
瑞
宝
単
光
章

　

浅
井	

健
一	

さ
ん
（
72
歳
・
吾
平
町
麓
）

　

元
鹿
屋
市
消
防
団
副
団
長

平
成
27
年
春
・
秋
の
叙
勲
を
受
章

　

平
成
27
年
春
・
秋
の
叙
勲
を
市
内
在

住
の
６
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

（
年
齢
は
受
章
当
時
）

○
春
の
叙
勲

◇
旭
日
小
綬
章

　

西
薗	

孝こ
う
ゆ
き行	

さ
ん
（
73
歳
・
古
里
町
）

　

元
鹿
屋
市
議
会
議
員

◇
瑞
宝
小
綬
章

　

平
田	
辰
雄	

さ
ん
（
71
歳
・
旭
原
町
）

　

元
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
隊
司
令

◇
瑞
宝
双
光
章

叙　勲

講　演

　

12
月
６
日
、
市
立
図
書
館
の
入

館
者
数
が
平
成
18
年
１
月
の
新
市

施
行
か
ら
丸
10
年
で
１
０
０
万
人

を
達
成
し
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
、
母
親
と
と
も
に
訪
れ
た
高
隈

小
２
年
の
福
地
琉り
ゅ
う
せ
い聖
君
。
福
地

君
は
２
週
間
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で

母
親
と
一
緒
に
図
書
館
を
訪
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
認
定
証
と
と

も
に
図
書
カ
ー
ド
な
ど
の
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

入
館
者
数
が
１
０
０
万
人
を
突
破

　

12
月
15
日
、
上
小
原
小
学
校

で「
上
小
原
校
区
防
火
・
防
犯
・
交

通
安
全
出
発
式
」
が
行
わ
れ
、
地

区
の
住
民
や
小
・
中
学
生
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
上
小
原
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
と
上
小
原
ふ
る
さ
と
の

会
が
年
末
年
始
に
向
け
、
防
火
・

防
犯
・
交
通
安
全
に
つ
い
て
啓
発

活
動
を
初
め
て
行
っ
た
も
の
。
鹿

屋
警
察
署
や
市
消
防
団
、
東
部
消

防
署
な
ど
も
参
加
し
て
、
地
域
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
を
自
ら
守
る

地　域 行　政

　

12
月
14
日
、
鹿
屋
農
業
高
校

前
の
国
道
で
鹿
屋
農
業
高
校
生
物

工
学
科
の
２
年
生
約
20
人
が
、
自

分
た
ち
で
育
て
た
パ
ン
ジ
ー
の
苗

１
５
０
本
を
交
通
安
全
を
願
っ
て

配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
年
末
年
始
の
交
通
事

故
防
止
運
動
期
間
に
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、生
徒
た
ち
は「
交

通
事
故
に
気
を
つ
け
て
運
転
し
て

く
だ
さ
い
」
と
ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼

び
か
け
な
が
ら
、
花
苗
の
配
布
を

行
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
願
っ
て
花
苗
を
配
布

　

12
月
10
日
、
串
良
町
の
ス
ー

パ
ー
で
、
串
良
地
域
の
６
保
育
園

の
保
護
者
で
構
成
す
る
串
良
町
交

通
安
全
母
の
会
が
、「
県
下
一
斉

飲
酒
運
転
根
絶
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
行
い
ま
し
た
。

 

こ
れ
は
年
末
年
始
の
交
通
事

故
防
止
運
動
の
初
日
に
、
県
内
各

市
町
村
の
母
の
会
が
一
斉
に
行
う

も
の
。
参
加
者
は
、
利
用
客
に
飲

酒
運
転
の
根
絶
を
呼
び
か
け
な
が

ら
、
啓
発
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し

ま
し
た
。

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
願
っ
て

　
12
月
16
日
、
大
姶
良
小
学
校
で

記
念
誌「
大
姶
良
の
歴
史
と
文
化
」

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
地
域
の
４

小
中
学
校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
姶
良
経
済
文
化

同
友
ク
ラ
ブ
が
発
足
25
周
年
を

記
念
し
て
発
行
し
た
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
調
査
・
研
究
し
て
き

た
、
大
姶
良
の
歴
史
や
文
化
に

つ
い
て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冊
子
は「
き
こ
り
た
ち
の
店
」

（
下
堀
町
）
で
も
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
伝
え
る
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11
月
30
日
、「
フ
ー
ド
・
ア
ク

シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
５
」
で
大
賞
を
受
賞
さ
れ

た
、
㈱
三さ
ん

清し
ん

屋や

の
田
中
武
雄
社
長

夫
妻
が
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
消
費
拡
大
に
寄

与
す
る
事
業
者
の
優
れ
た
取
り
組

み
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
自
然

飼
育
の
放
牧
に
こ
だ
わ
り
Ｊ
Ａ
Ｓ

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
黒
豚
に
認
証
さ
れ

た
㈱
三
清
屋
の「
薩
摩
黒
豚
」が
全

国
８
６
５
件
か
ら
大
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

「
薩
摩
黒
豚
」で
日
本
一

表　敬

　

12
月
18
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の

や
で「
第
６
回
ク
リ
ス
マ
ス
市
民
大

パ
ー
テ
ィ
２
０
１
５
＆
冬
華
火
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
カ
ン
パ
チ
ダ
ン
ス
や

市
制
施
行
10
周
年
記
念
と
し
て
市

内
各
地
区
の
地
域
グ
ル
メ
、
か
の

や
豚
ば
ら
丼
な
ど
の
販
売
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
花
火
と
レ
ー
ザ
ー
光

線
シ
ョ
ー
で
は
、
冬
の
澄
み
き
っ

た
空
が
鮮
や
か
に
照
ら
さ
れ
、
観

客
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

澄
み
き
っ
た
空
を
鮮
や
か
に
照
ら
す　

12
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
、
か

の
や
ば
ら
園
で「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
５
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は「
ば
ら
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
＆
花
火
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
英
明
や
宮
井
紀
行
ラ
イ
ブ
、
か

の
や
薔ば

ら薇
王
子
即
位
記
念
イ
ベ
ン

ト
、g

ガ

ヴ

ァ

メ

ン

ト

overnm
ent w

ワ
ー
カ
ー

orker

の
ラ

ス
ト
ラ
イ
ブ
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
園
者
が
幻

想
的
な
夜
の
ば
ら
園
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

夜
の
ば
ら
園
で
幻
想
的
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

　
12
月
13
日
、
上
高
隈
町
の
市
民
族
館
と
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で「
世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、「
お
菓
子
の
家
作
り
」や
南
米
の
お
菓
子
を
楽

し
む
イ
ベ
ン
ト「
ク
リ
ス
マ
ス
・
ド
・
ラ
テ
ィ
ー
ノ
」、
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
県
内
在
住
の
外
国
人
と
と
も
に
一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む

　
11
月
29
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
で「
Ｋキ

ー

ア

Ｉ
Ｅ
Ａ
ク
リ

ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
０
１
５
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
鹿
屋
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演

奏
や
鹿
屋
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る
歌
で
ク

リ
ス
マ
ス
を
演
出
。

　
ま
た
、お
菓
子
の
家
作
り
や
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

作
り
な
ど
の
体
験
ブ
ー
ス
、
ク
リ
ス
マ
ス
関
連
グ
ッ
ズ

の
販
売
ブ
ー
ス
も
並
び
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ベ
ン
ト
は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
満
喫

　
12
月
19
日
・
20
日
の
２
日
間
、
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ
で

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア「
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
in
か
の
や
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
や
日

本
代
表
経
験
者
な
ど
12
人
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
、

地
元
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
と
の
親
善
試
合
な
ど
を
開
催
。

　
参
加
者
は
往
年
の
名
選
手
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

元
日
本
代
表
選
手
と
交
流

　
12
月
17
日
、「
鹿
屋
小
金
管
バ

ン
ド
」の
６
年
生
10
人
と
関
係

者
が
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
10
月
に
開
催
さ

れ
た「
第
43
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
全
国
大
会
九
州
予
選
」に

大
隅
半
島
か
ら
唯
一
出
場
し
、

銀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
か
ら
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
で
銀
賞

　
11
月
29
日
、
串
良
町
の
国
道

２
２
０
号
沿
い
を
中
心
に
、
鹿

屋
肝
属
法
人
会
東
部
第
１
支

部
の
会
員
58
人
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
安
全
安
心
な
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

感
謝
を
こ
め
て
国
道
を
清
掃

全
国
丼
グ
ラ
ン
プ
リ
で
金
賞
を
受
賞

　

12
月
22
日
、「
第
２
回
全
国
丼

グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
、
全

国
１
，
３
４
５
点
の
応
募
の
中

か
ら
金
賞
を
受
賞
さ
れ
た「
か

の
や
豚
ば
ら
丼（
焼
肉
陣
力
）」、

「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
漬
け
丼（
鹿

屋
市
漁
業
協
同
組
合
）」の
関
係

者
の
皆
さ
ん
が
、
市
役
所
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

イベント

　

12
月
14
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
と
の
合
同
練
習
を
11
日
か
ら

行
っ
て
い
た
韓
国
体
育
大
学
自

転
車
部
の
選
手
、
監
督
ら
が
市

役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は「
鹿
屋
は
練
習
環

境
が
素
晴
ら
し
い
。
今
後
も
交

流
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

自
転
車
で
交
流
を
深
め
る

　
12
月
14
日
、
国
立
大
隅
青
少

年
自
然
の
家
で
永
年
に
わ
た
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
外
部
指
導
員

と
し
て
活
動
し
た
功
績
が
た
た

え
ら
れ
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

し
た
山
下
秋
義
さ
ん
が
市
役
所

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

日
韓
カ
ヌ
ー
強
化
選
手
が
合
同
合
宿

　
12
月
14
日
、
カ
ヌ
ー
の
日
本

と
韓
国
の
強
化
選
手
団
40
人
が

関
係
者
と
と
も
に
市
役
所
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日

韓
両
国
の
親
善
・
友
好
と
地
元

選
手
の
競
技
力
向
上
の
た
め
に

11
日
か
ら
16
日
ま
で
市
内
で
合

同
強
化
合
宿
が
実
施
さ
れ
た
こ

と
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
12
月
６
日
、市
文
化
会
館
で「
か

の
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
14
回
定

期
演
奏
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

都
城
市
在
住
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

奏
者
平
山
美
津
代
さ
ん
を
迎
え
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

協
奏
曲
を
は
じ
め
、
ブ
ラ
ー
ム
ス

の
交
響
曲
や
ヘ
ン
デ
ル
の
合
奏
協

奏
曲
を
演
奏
。

　
大
隅
半
島
唯
一
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
楽
団
の
演
奏
に
、
訪
れ
た
約

５
０
０
人
の
観
客
は
静
か
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

大
隅
半
島
唯
一
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
感
動

ボランティア
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平成 26年度一般会計・特別会計及び企業会計の決算が、市議会 12月定例会で承認されました。
そこで、皆さんに納めていただいた税金や国・県からの補助金などが、どのように使われたのかをお知らせします。

問市財政課（3階）　☎ 31-1126　

市 民 税 43億6,583万円
固定資産税 43億4,274万円
軽自動車税 2億9,938万円
た ば こ 税 7億9,956万円
都市計画税 4億4,255万円

市税
102億5,006万円

（21．5％）

歳 入
475億9,789万円

（100.0％）

繰越金
19億4,443万円（4.1％）

使用料・手数料
7億8,472万円（1.7％）

分担金・負担金
6億8,491万円（1.4％）

諸収入
4億5,747万円（1.0％）

その他
1億4,578万円（0.4％）

地方交付税
136億7,471万円

（28.7％）

国庫支出金
76億6,979万円

（16.1％）

自主財源
165億1,853万円

（34.8％）

依存財源
310億7,936万円

（65.2％）

市債
41億5,340万円

（8.7％）

県支出金
34億4,451万円

（7.2％）

地方消費税交付金
11億126万円（2.3％）

地方譲与税
4億5,833万円（1.0％）

その他の依存財源
5億7,736万円（1.2％）

一般会計

繰入金
22億5,116万円（4.7％）

事業の目的に沿って積み立てておいた
基金を取り崩すもの

平成26年度 を報告します

普通交付税 123億1,347万円

特別交付税 13億6,124万円

地域によって地方税の収入額に
差があることから、地方間の財
政力の不均衡を是正し、必要な
財源を保障するために国から交
付される資金

歳入 475億9,789万円

　財政事情を分かりやすく理解してもらうために、決算額を10万分の1にして、
家計簿に置き換えました。

収 入 　（　　）内は市の収入科目

給料　　　　　　　　　          （市税） 10万3千円

家賃収入などの雑収入
（使用料、手数料など） 2万0千円

預貯金の取崩し　　        　  （繰入金） 2万2千円

前月収入の残り　　　          （繰越金） 1万9千円

使い道の決められた親からの援助
（国庫・県支出金） 11万1千円

自由に使える親からの援助
（地方交付税、譲与税など） 15万9千円

家の増改築のための借入          （市債） 4万2千円

　　　　　　収入合計 47万6千円

翌月への繰越 1万6千円

支 出 　（　　）内は市の性質区分

食費　　　　　　　　　 　 （人件費） 6万7千円
医療・教育費　　　　　　　（扶助費） 12万0千円
ローンの返済　　　　　　  （公債費） 4万8千円
家の増改築　          （普通建設事業費） 5万9千円
自然災害による家の補修費
　　　　　　　　 （災害復旧事業費） 1千円

光熱水費、日用雑貨　　　 （物件費） 5万2千円
家や車の修繕費　　　 （維持補修費） 2千円
町内会、サークル会費     （補助費等） 3万7千円
預貯金　　　　　　　　　 （積立金）

2万1千円株式投資　　　　 （投資及び出資金）
知人に貸したお金　　　　 （貸付金）
子どもへの仕送り　　　　 （繰出金） 5万3千円

　　　　　　支出合計 46万0千円

■財政事情を家計簿に例えると…
一家庭のひと月の収入を
47万6千円としています。

■市民１人当たりの決算額と主な事業

民生費 教育費 公債費 総務費
決算額 171,210円  （38.8%） 53,808円  （12.2%） 45,724円  （10.4%） 41,701円  （9.4%）

主
な
事
業

子ども、高齢者、障害者の
福祉増進などに
◆ 生活保護経費 
◆ 児童手当費 
◆ 保育所運営費

学校の管理運営や整備などに
◆ 小・中学校耐震化促進 
◆ 小・中学校管理運営経費
◆ 南部学校給食センター運営

これまでの施設整備などで
借りたお金の返済に

自治振興、防犯対策、選挙な
どに
◆ 町内会経費 
◆ マイナンバー制度導入 
◆ 総合交通対策

土木費 衛生費 農林水産業費 消防費
決算額 28,417円  （6.4%） 28,116円  （6.4%） 21,396円  （4.8%） 19,053円  （4.3%）

主
な
事
業

道路、公園、市営住宅の整備
推進に
◆ 都市公園等維持管理経費 
◆ 道路整備、維持、修繕 
◆ 市営住宅維持管理経費

ごみ、し尿の処理、健康管理
などに
◆ ごみ収集委託 
◆ 小型合併処理浄化槽設置補助 
◆ 子ども医療費助成

農林水産業振興などに
◆ 土地改良事業 
◆ 畜産施設整備 
◆ 畜産環境センター運営

消防や救急業務などに
◆ 防災・行政情報伝達システム整備 
◆ 消防自動車購入

商工費 議会費 労働費 その他の経費
決算額 7,150円  （1.6%） 3,056円  （0.7%） 737円  （0.2%） 21,070円  （4.8%）

主
な
事
業

商工業振興、観光振興に
◆ 企業誘致推進事業 
◆ ６次産業化推進事業 
◆ 中小企業資金利子補給

議員の報酬や	議会の運営に
◆ 議会経費

雇用対策などに
◆ シルバー人材センター補助 
◆ 勤労者サービスセンター補助
◆ 地域雇用創造事業

災害復旧や預貯金に
◆ 市道・農道などの災害復旧
◆ 財政調整基金などの基金積立

市民１人当たり441,438円のお金が使われました。

　※金額は、歳出決算額を、平成27年3月31日現在の人口104,239人で除したものです。

市が行う特定の事業に対し
て、県から交付されたもの

市が行う特定の事業に対し
て、国から交付されたもの

民生費 …………… 高齢者福祉、医療、保育費など
に使われたお金

総務費 …………… 地域振興などに使われたお金
公債費 …………… 過去の借入金の返済に使われた

お金
教育費 …………… 学校施設の維持管理・整備や学

校教育及び生涯学習などに使わ
れたお金

土木費 …………… 道路や公営住宅などの管理・整
備に使われたお金

農林水産業費 …… 農道整備や農林水産業振興など
に使われたお金

衛生費 …………… 保健衛生やゴミ処理などに使わ
れたお金

消防費ほか ……… 消防、災害対策や基金積立、産
業振興、議会運営などに使われ
たお金

用語説明

歳出 460億1,498万円

民生費
178億4,674万円

（38.8％）

総務費
43億4,692万円

（9.4％）
公債費

47億6,620万円
（10.4％）

教育費
56億887万円
（12.2％）

土木費
29億6,220万円

（6.4％）

農林水産業費
22億3,029万円

（4.8％）

衛生費
29億3,077万円

（6.4％）

消防費ほか
53億2,299万円

（11.6％）

歳 出
460億1,498万円

（100.0％）

決算
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　都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都市計画
事業、または土地区画整理法に基づいて行う土地区画
整理事業の費用に充てるため、都市計画区域内の土地
や家屋の所有者に対して課税される目的税です。
　平成 26 年度の都市計画税は、４億 4,255 万円で、
主に街路事業や都市公園整備、区画整理、下水道事業
等のため過年度に借り入れた市債償還金の財源の一部
として活用しています。

■都市計画税の使われ方

■補助金の状況

区　分 金　額 内　　　訳

議 会 費 5,183千円 政務調査費

総 務 費 118,525千円 総合交通対策事業（80,592千円）、町内会活性化推進事業（8,671千円)など

民 生 費 374,745千円 保育対策等促進事業（124,808千円)、社会福祉協議会運営補助事業（82,479千円)など

衛 生 費 234,084千円 小型合併処理浄化槽設置（215,258千円)、救急医療施設運営補助事業（11,994千円)など

労 働 費 46,357千円 シルバー人材センター補助（22,010千円）、勤労者サービスセンター事業（14,237千円）など

農林水産業費 438,654千円 活動火山周辺地域防災営農対策事業（132,393千円）、次世代担い手育成支援事業（83,385千円）など

商 工 費 183,226千円 企業誘致推進事業（53,681千円）、かのやプレミアム商品券事業（37,082千円）など

土 木 費 49,058千円 住宅リフォーム助成事業（49,058千円）

消 防 費 8,446千円 空き家適正管理促進事業（8,254千円）、自ら守る地域防災推進事業（192千円）

教 育 費 221,792千円 幼稚園就園奨励費補助（181,472千円）、生涯スポーツ推進事業（11,795千円）など

　平成 26年４月１日からの消費税率（国・地方）引
き上げに伴う、地方消費税交付金の増収分は、その使
途を明確化し、社会保障に要する経費に充てるものと
されています。
　平成 26年度地方消費税交付金のうち引き上げ分の
１億 8,654 万円については、子ども医療費助成や保
育所運営費など、子ども・子育てに関する事業の財源
の一部として活用しています。

■地方消費税増収分の使途

■歳出決算の性質別内訳

※	平成26年度地方財政状況調査の性質別分類に基づき作成しています。

区　　分 平成 26 年度
決算額 構成比

義務的経費

人件費 66億6,064 14.5％

扶助費 120億5,153 26.2％

公債費 47億6,620 10.3％

小　計 234億7,837 51.0％

投資的経費

普通建設事業費 59億2,882 12.9％

災害復旧事業費 9,161 0.2％

小　計 60億2,043 13.1％

その他経費

物件費 51億6,056 11.2％

維持補修費 2億4,297 0.5％

補助費等 37億1,185 8.1％

積立金 21億464 4.6％

投資及び出資金 130 0.0％

貸付金 4,100 0.1％

繰出金 52億5,386 11.4％

小　計 165億1,618 35.9％

合　計 460億1,498 100.0％

平成 26年度歳出決算の性質別は以下のようになります。
（単位：万円・％）

特別会計
　市の会計には、一般会計とは別に特定の収入で特定の支出を賄う「特別会計」があります。特別会計は事業の収支を明
確にするため、それぞれの会計で決算が行われており、本市では次の６事業が該当します。

（単位：万円）

会　計　名 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ）

国民健康保険事業 128億2,755 126億4,895 1億7,860

後 期 高 齢 者 医 療 11億4,478 11億3,746 732

介 護 保 険 事 業 105億9,362 103億3,867 2億5,495

公 共 下 水 道 事 業 13億977 12億8,230 2,747

会　計　名 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ）

下水道 4,522 4,450 72

輝北簡易水道事業 1億2,167 1億1,035 1,132

合　　　計 260億4,261 255億6,223 4億8,038

平成26年度補助金の歳出決算額は1,680,070千円で、次の事業等に支出されています。

指数項目 内　　容 鹿屋市

①財政力指数
　（３か年平均）

　地方公共団体の財政力を判断する指標で、地方交付
税法の規定により算定された基準財政需要額で基準財
政収入額を除して得た数値の過去３年間の平均値をい
います。
　一般的に「１」に近いほど、さらに「１」を超える
ほど財政力が強いとされています。

前年度より改善
0.44 → 0.45

②経常収支比率

　財政構造の弾力性を判断する最も一般的な指標で、
歳出の経常的経費に充当された一般財源等が歳入の経
常一般財源等に占める割合です。
　比率が低いほど財政構造に弾力性があるとされてい
ます。

前年度より上昇
91.2％→ 92.5％

③実質赤字比率

健
全
化
判
断
比
率

 　一般会計などを対象とした実質赤字額の標準財政規
模に対する比率です。
　一般会計等における実質収支は黒字であるため、

「ー」で示しています。

赤字なし
－

④連結実質赤字比率

　全会計を対象とした実質赤字額又は資金の不足額の
標準財政規模に対する比率です。
　すべての会計において実質収支は黒字であるため、

「ー」で示しています。

赤字なし
－

⑤実質公債費比率
　（３か年平均）

 　公債費による財政負担の程度を客観的に示す指標と
して、実質的な公債費に費やした一般財源の額が標準
財政規模に占める割合を表すものです。
　実質公債費比率が 18% 以上の団体については、地
方債の発行に許可を要し、25 ％以上の団体については、
実質公債費比率の区分に応じて、起債の制限を受けま
す。

前年度より改善
11.4％→ 10.4％

⑥将来負担比率

　地方公共団体の一般会計などの借入金（地方債）や
将来支払っていく可能性のある負担などの現時点での
残高を指標し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを
示す比率です。
　350％を超えると健全化計画を策定し、財政の健全
化を図らなければなりません。

前年度より改善
24.1％→ 14.0％

⑦資金不足比率

　公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する
比率です。鹿屋市はすべての公営企業において資金不
足がないため、「－」で示しています。

（鹿屋市の公営企業会計：水道事業会計、公共下水道
事業特別会計、下水道特別会計、輝北簡易水道事業特
別会計）

赤字なし
－

本市の財政状況
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、地方公共団体は毎年度、健全化判断比率等（実質的な赤字や実
質的な将来負担等に係る指標【健全化判断比率】と公営企業の資金不足率【資金不足比率】）を公表することとなっています。
　平成 26年度は次のとおりで、いずれの指標も国の定める早期健全化基準を下回っており、本市の財政状況は健全な状態
にあります。
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申告に必要な物

市県民税申告が必要な人

市県民　　の申告は
　　　　 最寄りの会場で!!

期  日 会　場 時　間 町内会・自治会名

2／1
㊊

笠之原公民館 9：30～12：00 笠之原

農業研修センター
13：30～14：30 寿3・4丁目
14：30～16：00 札元1･2丁目、旭原

2／2
㊋

高隈地区交流
促進センター

9：30～10：30 高隈中央、上別府、柚木原、
重田、谷田、瀬戸野、柏木

10：30～12：00 大黒（大堀・黒坂・
吉ヶ別府・仮屋）

はらいがわ
ふれあいセンター

13：30～14：30 上祓川、祓川
14：30～16：00 下祓川、西祓川、弥生

東原研修館 13：30～16：00 東原

2／3
㊌

大姶良地区
学習センター

9：30～10：30 大姶良西、大姶良東、田淵
10：30～12：00 南、獅子目
13：30～14：30 横山、下堀
14：30～16：00 萩塚、池園、飯隈、星塚

2／4
㊍

寿5丁目公民館
9：30～10：30 寿5・6・7丁目、泉ヶ丘

10：30～12：00 緑山、寿２丁目
鹿屋東地区
学習センター

13：30～14：30 寿８丁目
14：30～16：00 新川

田崎地区
学習センター

9：30～10：30 川西
10：30～12：00 川東、永野田
13：30～16：00 田崎、名貫

2／5
㊎

西原地区
学習センター

9：30～10：30 今坂、郷之原、大浦
10：30～12：00 西原２丁目東・西･中央
13：30～14：30 上谷、新生
14：30～16：00 西原1・3・4丁目

高須地区
学習センター 9：30～12：00 高須、浜田

上野公民館
13：30～14：30 上野
14：30～16：00 野里

2／8
㊊

花岡地区公民館

9：30～10：30 海道、古里、白水、一里山
10：30～12：00 花里、花岡、根木原、鶴羽

13：30～14：30 古江(新・本・港・西・中)、
船間、小野原、天神

14：30～16：00 高牧、有武、小薄

市役所本庁
601会議室

9：30～10：30

古前城、本町、北田、大手、
西大手、東大手、朝日、
向江、昭栄、共栄、曽田、
白崎、新栄

10：30～12：00 打馬、王子
13：30～16：00 期間中に都合のつかない人

2／9
㊋

神野地区
ふれあいセンター 9：30～12：00

神野西、市之渡、横井坂、
砂ヶ野、大川、永野牧、
神野東

中央西地区
ふれあいセンター 9：30～12：00 萩﨑、上西目川路、

下西目川路、今吉

鶴峰東地区
ふれあいセンター 13：30～16：00

黒羽子、荷掛、水流、角野、
東原、飴屋敷、下車田、
上車田、平瀬、永山、筒ヶ迫

2／10
㊌

鶴峰中地区
ふれあいセンター 9：30～12：00 白坂、石場、中福良、西迫、

鏡原、門前、新地、つるみね

鶴峰西地区
ふれあいセンター 13：30～16：00

上苫野、下苫野、苫野、
立元、平前、金山、木浦、
真戸原、中大牟礼、
東大牟礼、西大牟礼、木場

2／12
㊎

下名東地区
ふれあいセンター 9：30～12：00 論地、樋之口、原口、末次、

茶円、井神島
下名西地区
ふれあいセンター 13：30～16：00 池久保、あさぎり、名主、

川西中、真角、川北

2／15
㊊ 吾平保健センター

9：30～12：00 赤野、麓中、麓東、麓西、
寒水、西原

13：30～16：00 寺ヶ迫、中尾、栫上、持田、
あけぼの、栫下

期  日 会　場 時　間 町内会・自治会名

2／16
㊋ 吾平総合支所

9：30～12：00 上町、中町、下町、坂下、益田、
上屋敷、西横町、原田、町園

13：30～16：00

緑、ひまわり、祇園、希望ヶ丘、
中央、宮前、堀木田、坂元、
こすもす、グリーンビレッジ、
駅前、鶯、川上
期間中に都合のつかない人

2／17
㊌

平南校区公民館 9：30～12：00 竹下、影吉、中平房、下平房、
三原

百引校区公民館 13：30～16：00 本町、和泉ヶ野、風呂段、堂平、
坂宮

輝北総合支所 13：30～16：00
一番郷、二番郷、西原、愛宕、
上平房、白別府、歌丸、名主段、
諏訪、福岡、楢久保

2／18
㊍

高尾校区公民館 9：30～12：00 徳留、仮屋、浮牟田、柏木、
日新、谷田

朝倉公民館 13：30～16：00 八重山、朝倉、仏山

市成校区公民館 13：30～16：00 上方、下方、辰喰、上場団地、宮
園、久木野々、上沢津、下沢津

2／19
㊎

岳野公民館 9：30～10：30 岳野
輝北総合支所 9：30～16：00 期間中に都合のつかない人

2／21
㊐

市役所本庁税務課

9：00～16：00 平日に都合のつかない人吾平総合支所
輝北総合支所
串良総合支所

2／22
㊊

串良公民館
細山田分館

9：30～12：00 立小野、高松、堂園、伊集院、
枦場、外堀、共和、新中堀

13：30～16：00 花鎌、更和、東住吉、土持、
更栄、昭栄

2／23
㊋

串良公民館
細山田分館

9：30～12：00 東新町、共心、西新町、生栗須
13：30～16：00 新栄、竹下堀、平瀬、辰喰、馬掛

2／24
㊌

串良公民館
細山田分館

9：30～12：00 東新堀、西新堀、下之段、
東共心、西共心、入部堀

13：30～16：00 矢柄、上矢柄、東茅場、栄、
上栄、上辰喰

2／25
㊍

有里農業研修
センター

9：30～12：00 中郷、山下
13：30～16：00 中野、下中

2／26
㊎

農村環境改善
センター

9：30～12：00 十三塚

13：30～16：00 中宿、中山上、中山下、共栄中、
共栄西、共栄東、共栄東上

2／29
㊊

農村環境改善
センター

9：30～12：00 大迫、城ヶ﨑、松崎

13：30～16：00 大久保段、県営住宅、永峯、
鳥之巣、中山原、塩塚

3／ 1
㊋

下小原農業
研修センター

9：30～12：00 下小原北
13：30～16：00 下小原南、白寒水、大坪

3／ 2
㊌

串良B&G海洋
センター

9：30～12：00 中甫木、下甫木、富ヶ尾上、
富ヶ尾下

13：30～16：00
平和 、星ヶ丘、吹上田、新大塚
原、下大塚原、上大塚原上、
上大塚原下、桜ヶ丘

3／ 3
㊍

串良公民館
上小原分館

9：30～12：00 柳谷、佐牟田
13：30～16：00 瀬戸、表

3／ 4
㊎

串良公民館
別館大ホール

9：30～12：00 岡崎上、岡崎東、岡崎西

13：30～16：00
緑ヶ丘、諏訪下、愛ヶ迫、
江口迫、北田迫、上之馬場、
上之馬場下

3／ 7
㊊

串良公民館
別館大ホール

9：30～12：00 永和、堅田、和田、宮之下、鶴亀

13：30～16：00 期間中に都合のつかない人

3／ 8
㊋

～

3／15
㊋

市役所本庁
601会議室

9：00～16：00
（土・日を除く） 期間中に都合のつかない人

市県民税申告相談日程表

問市税務課（1 階⑮番窓口）　☎ 31-1112

　平成 28 年 1 月 1 日に鹿屋市に住所があった人は、原則として申告が必要です。

ただし、次のいずれかに該当する人は、申告する必要がありません。

平成27年分の所得税の確定申告書を、税務署へ提
出した人、または提出予定の人

１

申告書
（申告書がない人は申告会場に準備してあります）

１

印　鑑２

前年中の収入が給与だけで、勤務先から鹿屋市に給
与支払報告書が提出され、雑損控除・医療費控除等
を追加する必要がない人

２

平成27年中の収入状況が	
分かるもの
○ 給与・公的年金の源泉徴収票、給与支払明細書

など

○ 営業、農業、不動産などの収入額、販売額及び
収支が分かる帳簿や領収書など

  ※	平成26年1月から、記帳・帳簿等の保存が義務
となっています。ご自分で収支を整理して申告
してください。

３

配偶者控除、扶養控除の対象になっている人で、平
成27年中に収入がなかった人
　※ 扶養者と被扶養者が同一世帯の場合。ただし、

個人の課税（非課税）証明や所得証明が必要な
場合は、申告の必要があります。

３

公的年金のみを受給している65歳以上（昭和26年1
月1日以前生まれ）の人で、公的年金収入金額（支払
先が2か所以上あるときはその合計額）が148万円以
下の人

４

公的年金のみを受給している65歳未満（昭和26年1
月2日以後生まれ）の人で、公的年金収入金額（支払
先が2か所以上あるときはその合計額）が98万円以
下の人

５

前年中の収入が公的年金だけで、その公的年金の支
払先から送られてきた扶養親族等申告書を提出済
で、社会保険料控除・生命保険料控除・医療費控除
等の追加をする必要がない人

６

平成28年1月1日現在、生活保護受給者で、平成27
年中にその他の収入がなかった人

７

障害年金又は遺族年金の受給者で、平成27年度市
県民税申告を行った人

８

税
Tax Return

市役所及び各総合支所では、原則として3月7日（月）まで受付は行いませんので最寄りの会場で申告をお願いします。

●平成27年中に支払った医療費の領収書等
● 健康保険料・国民年金保険料などの領収書、
　生命保険料・地震保険料などの控除証明書
● 障害者手帳・障害者控除対象者認定書
　（※詳細は高齢福祉課まで）＝障害者控除、
　学生証＝勤労学生控除など
●配偶者の収入を証明するもの＝配偶者特別控除
●寄附をした場合、日本赤十字
　社等の発行する領収書や
　地方公共団体の発行する
　寄附金受領証明書
　＝寄附金控除

控除を受ける
ための書類

ここが
ポイント

申告をお忘れなく!
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４ 

カ
ン
パ
チ
ダ
ン
ス

　

８
月
号
で
紹
介
し
た
カ
ン
パ
チ

ダ
ン
ス
が
東
京
汐し

お
ど
め留
に
も
上
陸
。

　

ま
た
、
市
や
町
内
会
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
、
運
動
会
、
会
社
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
間
で
も
、
カ

ン
パ
チ
ダ
ン
ス
の
輪
が
広
ま
っ
て

い
ま
す
。

５ 

全
国
丼
グ
ラ
ン
プ
リ

　

11
月
10
日
（
い
い
ド
ン
）
の
日

に
行
わ
れ
た
第
２
回
全
国
丼
グ
ラ

ン
プ
リ
に
お
い
て
、「
鹿
屋
市
漁

協
の
カ
ン
パ
チ
漬
け
丼
」「
焼
肉

陣
力
の
か
の
や
豚
ば
ら
丼
」
が
金

賞
を
受
賞
。
食
べ
た
こ
と
の
無
い

人
は
、
お
店
に
行
っ
て
食
べ
て
み

よ
う
。
ま
た
、
豚
ば
ら
丼
は
市
内

７
店
舗
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

１ 

東
京
カ
ン
パ
チ
ジ
ャ
ッ
ク

　

東
京
都
の
環
状
８
号
線（
通
称
：

カ
ン
パ
チ
通
り
）
に
近
い
狛こ

ま
え江
市

で
、カ
ン
パ
チ
掴つ

か

み
取
り
を
実
施
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
た
飲

食
チ
ェ
ー
ン「
ジ
ャ
ッ
ク
ポ
ッ
ト
」

で
は
、
カ
ン
パ
チ
の
フ
ル
コ
ー
ス

を
販
売
し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

２ 

豚
ば
ら
丼

　

鹿
屋
産
豚
ば
ら
肉
を
使
用
し
た

か
の
や
豚
ば
ら
丼
が
東
京
渋
谷
駅

東
急
百
貨
店
食
品
街
に
初
出
店
。

　

ま
た
、
石
川
県
で
10
月
に
開
催

さ
れ
た
全
国
丼
サ
ミ
ッ
ト
（
全
国

21
地
域
か
ら
参
加
）
に
出
店
し
、

２
日
間
で
１
，２
０
０
食
を
完
売
。

３ 

焼
き
芋
・
茶
・
焼
酎

　

東
京
カ
ン
パ
チ
ジ
ャ
ッ
ク
に
あ

わ
せ
、
鹿
屋
の
特
産
で
あ
る
、
さ

つ
ま
い
も
の
焼
き
芋
・
茶
・
焼
酎

な
ど
を
試
食
販
売
。「
甘
～
い
！
」

と
大
好
評
の
べ
に
は
る
か
の
焼
い

も
は
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
焼
く

の
が
追
い
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

全
国
有
数
の
食
料
基
地
で
あ

る
鹿
屋
。
し
か
し
、
県
外
の
人

に
「
鹿
屋
と
聞
い
て
想
像
す
る
も

の
は
何
？
」
と
聞
く
と
、
体
育
大

学
や
自
衛
隊
と
答
え
て
も
、『
食
』

を
想
像
す
る
人
は
少
な
い
よ
う
で

す
。そ
こ
で
市
で
は
、鹿
屋
の『
食
』

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
よ
う

と
、
行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ

た
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

活
動
の
場
所
は
、
大
消
費
地
で

あ
る
東
京
を
は
じ
め
全
国
各
地
。

販
路
拡
大
や
認
知
度
向
上
を
目
指

し
、
特
産
で
あ
る
カ
ン
パ
チ
や
豚

肉
、
べ
に
は
る
か
な
ど
、
都
会
の

人
た
ち
に
販
売
や
試
食
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
か
ら
機
運
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

集
ま
る
場
所
に
、
か
の
や
カ
ン
パ

チ
ロ
ウ
ら
が
出
向
き
、
地
道
な
広

報
活
動
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
の
『
食
』
の
魅
力
を
全
国

に
届
け
る
た
め
に
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

平成28年1月13日　水曜日広　報　か　の　や

鹿
屋
の
食
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
！

カ
ン
パ
チ
・
豚
ば
ら
丼
・
焼
き
芋
な
ど
好
評
！

「
東
京
カ
ン
パ
チ
ジ
ャ
ッ
ク
」
で
は
、
巨
大
な
生
け
す
が
都
内
に
登
場
。

都
内
店
舗
で
は
「
カ
ン
パ
チ
フ
ル
コ
ー
ス
」
も
販
売
さ
れ
た
。

＝
10
月
、
東
京
都
狛
江
市
役
所
広
場

　 公 式 フ ェ イ ス
ブックや You Tube
にて情報発信中。
詳しくはこちら

カンパチロウは地域おこ
し協力隊とアメタ食堂デ
ザイン部（北田町）が
作りあげたキャラクター
です。応援してね～。

カンパチロウ

◎	

応
募
方
法
＝
１
月
25
日（
月
）
ま

で
市
工
務
課
に
置
い
て
あ
る
入
札

応
募
申
請
書
等
に
必
要
事
項
を
記

入
し
直
接
持
参

◎
応
募
期
限
＝
２
月
５
日（
金
）

問	

市
工
務
課　

☎
43ｰ

４
２
２
４

「
鹿
屋
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画（
案
）」
へ
の

意
見
を
募
集

◎	

内
容
＝
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設

等
の
現
状
や
課
題
を
把
握
し
、
公

共
施
設
等
の
適
正
な
配
置
や
維
持

管
理
等
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
を
ま
と
め
た「
鹿
屋
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）」
へ
の

意
見
を
募
集

◎	

閲
覧
場
所
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
総
務
課
行
財
政
改
革
推
進
室
、

情
報
公
開
室
、
各
総
合
支
所
、
各

出
張
所

◎	

提
出
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
提
出
用

紙
を
直
接
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎
応
募
期
限
＝
２
月
12
日（
金
）

問	

市
総
務
課
行
財
政
改
革
推
進
室

　
（
５
階
）　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
31ｰ

１
１
５
３

　

℻	

42ｰ

２
０
０
１

　

soum
u@
e-kanoya.net

浄
水
場
等
の
管
理
業
務
委

託
者
を
募
集

◎
吾
平
浄
水
場
等
管
理
業
務
委
託

○	

資
格
者
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
業
者

①	

市
内
に
本
店
・
支
店
・
営
業
所
等

を
有
し
、
市
民
税
又
は
法
人
税
を

納
入
し
て
い
る
こ
と

※	

２
社
以
上
の
共
同
に
よ
る
応
募
は

不
可

②	

平
成
28
年
１
月
末
日
現
在
で
従
事

す
る
人
員
数
が
４
人
以
上
で
あ
る

こ
と

③	

市
水
道
事
業
指
定
の
給
水
装
置
工

事
事
業
者
で
あ
る
こ
と

④	

降
雨
時
及
び
異
常
発
生
時
に
お
お

む
ね
30
分
以
内
に
浄
水
場
に
到
着

で
き
る
か
常
駐
で
き
る
こ
と

◎	

閉
庁
日
に
お
け
る
柳
浄
水
場
管
理

業
務
委
託

○	

資
格
者
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
業
者

①	

市
内
に
本
店
・
支
店
・
営
業
所
等

を
有
し
、
市
民
税
又
は
法
人
税
を

納
入
し
て
い
る
こ
と

※	

２
社
以
上
の
共
同
に
よ
る
応
募
は

不
可

②	

平
成
28
年
１
月
末
日
現
在
で
従
事

す
る
人
員
数
が
３
人
以
上
で
あ
る

こ
と

募
集
・
申
請

☎

「ふるさと納税」返礼品事業者募集説明会の参加者を募集

◎	日時＝	２月 15日（月）　
　　　　10:00 ～ 12:00、13:30 ～ 15:30
◎場所＝市役所 7階大会議室
◎	返礼品の要件＝次のいずれかに該当するもの
○市内で生産された農林水産物
○	市内の加工業者・製造業者等が加工・製造したもの、
又は市内で生産された農林水産物等の原材料をベー
スに市外の業者が加工・製造したもので、いずれも
市をＰＲしていると認められるもの
○市内で提供できるサービス
○	その他市をＰＲしていると認められるもの又は特別
に認めた商品等
◎	申込方法＝市地域活力推進課又は市ホームページに
ある参加申込票に必要事項を記入のうえメール又は
FAX
※	参加申込票は、FAXによる請求も可能
◎申込期限＝２月 10日（水）
問	市地域活力推進課（３階）
　☎31ｰ1147　℻	42ｰ2001
　chiiki@e-kanoya.net

　市に「ふるさと納税」をした人にお礼として送付する地元産品やサービスをご提供いただける事業者・
生産者を募集します。
　これに先立ち説明会を開催しますので、地元産品やサービスの提供に関心のある事業者の皆さんは、ぜ
ひご参加ください。

年度 件数 金額（千円）
H20            72     4,547 
H21            78     5,627
H22            65     5,399
H23            59     6,831
H24            43     6,818
H25            65   17,004
H26          102   27,323
H27    35,191 　731,932

　市への寄附の状況

※H27年度は、平成27年12月21日現在

　人気返礼品ベスト５（寄附額ベース）

順位 返礼品名

第１位 絶品！ 鹿児島黒毛和牛A-5級
特選サーロインステーキ 250g×3枚

第２位 鹿児島県大隅産うなぎ蒲焼 140g×5尾
タレ・山椒セット

第３位 鹿児島黒毛和牛A-5級
ロースすき焼き用800g

第 4 位 超・熟成 黒毛和牛切り落としセット800g

第 5 位 鹿児島産黒毛和牛サーロインステーキ800g

報掲示板情K a n o y a  I n f o r m a t i o n
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移
動
援
護
相
談
会

◎	

内
容
＝
戦
傷
病
者
や
戦
没
者
な
ど

の
遺
族
等
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
、

特
別
給
付
金
、
援
護
年
金
、
旧
軍

人
の
恩
給
や
扶
助
料
等
に
関
す
る

相
談
会

◎	

日
時
＝
１
月
21
日（
木
）　

11
時

～
14
時
30
分

◎	

場
所
＝
市
役
所
６
階
６
０
２
会
議

室
問�

県
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
８
２
８

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
講

演
会

◎	

内
容
＝
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す

る
講
演
、
映
像
作
品「
も
う
い
い

か
い
」の
上
映

◎
講
師

○	

後
藤	

正
道	

氏（
星
塚
敬
愛
園
園

長
）

○	

岩
川	

洋
一
郎
氏（
星
塚
敬
愛
園
入

所
者
自
治
会
会
長
）

◎	

日
時
＝
１
月
22
日（
金
）　

14
時

～
16
時

◎	

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３
階

ホ
ー
ル

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
41ｰ

２
１
１
０

く
し
ら
二
十
三
や
市

◎	

内
容
＝
露
天
市
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
剣
道
大
会
、
消
防
音
楽

隊
パ
レ
ー
ド　

な
ど

◎	

日
時
＝
１
月
23
日（
土
）・
24
日

（
日
）　

９
時
～
17
時

※
雨
天
決
行

◎
場
所
＝
串
良
総
合
支
所
周
辺

問
か
の
や
市
商
工
会

　

☎
63ｰ

３
０
３
２

第
１
回
か
の
や
豚
ば
ら
丼

ま
つ
り

◎	

内
容
＝
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式

典
に
合
わ
せ
て
行
う
、
市
内
５
店

舗
の「
か
の
や
豚
ば
ら
丼
」
を
食

べ
比
べ
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

◎	

日
時
＝
１
月
30
日（
土
）　

11
時

～
14
時

◎
場
所
＝
ま
ち
な
か
パ
ー
ク

◎	

チ
ケ
ッ
ト
＝
１
，
０
０
０
円（
ミ

ニ
丼
３
食
分
）

◎	

前
売
券

○	

販
売
所
＝
市
観
光
物
産
総
合
セ
ン

タ
ー
（
西
原
３
丁
目
）

○
販
売
期
限
＝
１
月
25
日（
月
）

※
当
日
券
は
枚
数
に
限
り
有
り

問	

か
の
や
豚
ば
ら
丼
研
究
会
事
務
局

（
市
商
工
観
光
課
内
・
２
階
）　

　

☎
31ｰ

１
１
６
４

勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー 

「
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

◎	

内
容

◎	

期
日
＝
１
月
30
日（
土
）

◎
場
所
＝
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

問
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
44ｰ

９
０
８
８

第
12
回
鹿
屋
ふ
た
ば
祭

◎	

内
容
＝
鹿
屋
養
護
学
校
の
生
徒
が

作
業
学
習
で
製
作
し
た
陶
器
皿
や

手
芸
品
、
木
工
品
等
の
販
売

◎	

日
時
＝
２
月
４
日（
木
）　

10
時

～
11
時

◎
場
所
＝
鹿
屋
養
護
学
校
体
育
館

問
鹿
屋
養
護
学
校　

　

☎
44ｰ

５
１
０
９

時間 内容

 10:00
 ～15:00  作品展示発表

 12:00
 ～15:00

 舞台発表
 フリーマーケット

 12:30
 ～14:30  お茶席

イ
ベ
ン
ト

市道東原線の一部が片側通行止めになります
　現在、農業用水路の埋設工事を行っている市
道東原線の一部が２月 15 日（月）まで片側通
行止めになります。
　東原線から鹿屋バイパス（国道 220 号）へは
進入できませんので、現場の誘導に従い、う回
路を通行してください。鹿屋バイパスから東原
線へは通行可能です。
　また、大型車両は国道 269 号東原入口交差点
から東原線への進入ができなくなります。
　大変ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願
いします。
※	旭原東西１号線及び王子笠之原東西２号線の
一部は、引き続き２月 12 日（金）まで全面
通行止めとなります。
問	九州農政局南部九州土地改良調査管理事務所	
鹿児島支所　☎ 44-6191

553

220

220

笠之原ＩＣ

札元269

東原入口

旭原公民館

岩越自動車

鹿屋旭原局

ひまわり公園 ケーズデンキ

市道王子笠之原東西２号線

市道東原線

市道旭原東西１号線

星野商店

〶
全面通行止め区間
2月12日まで

片側通行止め区間

２月15日まで
鹿屋バイパス

（　　　　　　　）東原線から鹿屋バイパス
へは進入禁止

片側交互通行区間
３月17日まで

介
護
慰
労
金
手
続
き
の
お

知
ら
せ
～
平
成
27
年
度
２

月
期
受
付
～

◎	

支
給
要
件
＝
資
格
認
定
日
の
平
成

28
年
２
月
１
日
現
在
、
要
介
護
高

齢
者
・
障
害
者
と
そ
の
介
護
者
が

本
市
に
１
年
以
上
居
住
か
つ
住
民

登
録
を
し
て
お
り
、
介
護
者
が
同

居
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
で
引

き
続
き
６
か
月
在
宅
介
護
し
て
い

る
こ
と

※	

平
成
27
年
８
月
２
日
以
降
、
要
介

護
高
齢
者
・
障
害
者
が
延
べ
３
か

月
以
上
の
長
期
入
院（
入
所
）
を

し
た
場
合
や
今
年
度
既
に
満
額
受

給
を
し
て
い
る
場
合
は
受
給
不
可

◎
支
給
額

○
要
介
護
高
齢
者（
65
歳
以
上
）

　

要
介
護
２
、
３
＝
年
額
３
万
円

※	

要
介
護
２
は
重
度
認
知
症
の
み
対

象

　

要
介
護
４
、
５
＝
年
額
６
万
円

○ 

20
歳
～
64
歳
の
要
介
護
障
害
者

（
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者
又
は

受
給
者
と
同
等
の
障
害
が
あ
る

人
）＝
年
額
３
万
円

◎
申
請
時
に
必
要
な
も
の

○	

押
印
及
び
民
生
委
員
の
証
明
の
あ

る
申
請
書

○
介
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

○	

介
護
保
険
被
保
険
者
証（
要
介
護

認
定
者
の
み
）

◎	

申
請
方
法
＝
市
高
齢
福
祉
課
に
置

い
て
あ
る
申
請
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
直
接
持
参

◎	

申
請
期
間
＝
２
月
１
日（
月
）
～

29
日（
月
）

問	

市
高
齢
福
祉
課（
１
階
⑦
番
窓
口
）

☎
31ｰ

１
１
１
６

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

高
齢
者
寝
具
洗
濯
乾
燥
消

毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用

者
を
募
集

◎	
内
容
＝
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

高
齢
者
へ
の
寝
具（
掛
布
団
、
敷

布
団
及
び
毛
布
各
１
枚
を
一
式
）

の
洗
濯
、
乾
燥
及
び
消
毒

◎	

対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
人

○	

市
内
に
居
住
し
住
民
登
録
を
し
て

い
る
65
歳
以
上
の
人

○	

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

○	

要
介
護
４
又
は
５
の
認
定
を
受
け
、

在
宅
生
活
を
し
て
い
る
人

○	

今
年
度
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ま
だ
利

用
し
て
い
な
い
人

◎
利
用
料
＝
無
料

◎	

申
込
方
法
＝
市
高
齢
福
祉
課
に
置

い
て
あ
る
申
請
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
直
接
持
参

◎	

申
込
期
間
＝
２
月
１
日（
月
）
～

29
日（
月
）

問	

市
高
齢
福
祉
課（
１
階
⑦
番
窓
口
）

☎
31ｰ

１
１
１
６

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

◎
場
所
＝
鹿
屋
女
子
高
校

◎	

対
象
者
＝
保
護
者
同
伴
で
参
加
が

で
き
る
市
内
の
小
学
３
年
～
６
年

生
◎
定
員
＝
３
０
０
人

◎
参
加
料
＝
無
料

◎	

応
募
方
法
＝
郵
便
番
号
・
住
所
・

小
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
・
ふ
り

が
な
・
性
別
・
保
護
者
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
郵
送
す
る
か
、

メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎	

応
募
期
限
＝
２
月
１
日（
月
）

問	

鹿
屋
女
子
高
校

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
６
４

　

鹿
屋
市
西
原
１ｰ

24ｰ

35

　

☎
43ｰ

２
５
８
４

　

℻	

43ｰ

２
５
８
５

　

kanojyo@
satsum

a.ne.jp

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防
疫

対
策
を
お
願
い
し
ま
す

　

昨
年
12
月
、
出
水
市
で
野
鳥
か
ら

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
養
鶏
農
家
や
ペ
ッ

ト
と
し
て
鳥
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、

防
鳥
ネ
ッ
ト
の
確
認
や
消
毒
な
ど
、

再
度
防
疫
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
畜
産
課（
２
階
）

　
☎
31ｰ

１
１
１
８

◎
補
助
内
容

○
補
助
率
＝
工
事
費
の
３
分
の
１

○	

補
助
限
度
額
＝
１
戸
当
た
り
50
万

円
以
内

※	

共
同
居
住
用
住
居
に
用
途
変
更
す

る
場
合
は
１
戸
当
た
り
１
０
０
万

円
◎		

申
込
方
法
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

　  //w
w

w
.anshin-kyoju.jp

）か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
請
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

　

添
え
て
郵
送

◎
申
込
期
限
＝
３
月
下
旬
予
定

※	

受
付
時
間
＝
年
末
年
始
を
除
く
平

日
の
９
時
30
分
～
17
時

問	

住
宅
確
保
要
配
慮
者
あ
ん
し
ん
居

住
推
進
事
業
実
施
支
援
室

　

〒
１
０
３ｰ

０
０
２
７

　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
１ｰ

５ｰ

３

　

日
本
橋
西
川
ビ
ル
３
階

　

☎
03ｰ

６
２
１
４ｰ

５
８
０
６

鹿
屋
女
子
高
校「
キ
ッ
ズ

ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン
」
の
参

加
者
を
募
集

◎	

内
容
＝
鹿
屋
女
子
高
校
生
徒
が
模

擬
的
に
開
設
し
た
街
で
、
小
学
生

が
就
業
体
験
と
買
い
物
体
験
を
行

い
、
高
校
生
と
小
学
生
が
協
力
し

な
が
ら
、
社
会
の
仕
組
み
を
体
験

す
る
イ
ベ
ン
ト

◎	
日
時
＝
２
月
11
日（
木
・
祝
）　

10

時
～

民
間
賃
貸
住
宅
の
空
き
家

に
対
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
等

へ
の
新
た
な
助
成
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

◎	

内
容
＝
住
宅
に
困
っ
て
い
る
低
所

得
者
の
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
育

て
世
帯
を
対
象
に
し
た
民
間
賃
貸

住
宅
の
空
き
家
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム

等
に
改
修
費
用
の
一
部
を
国
が
直

接
補
助
す
る
事
業

◎	

補
助
要
件
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
住
宅

○	

住
宅
面
積
が
原
則
25
㎡
以
上
の
も

の
で
あ
る
こ
と

○	

原
則
と
し
て
台
所
、
水
洗
便
所
、

収
納
設
備
、
洗
面
設
備
、
浴
室
を

備
え
て
い
る
こ
と

○	

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
、
又
は

適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
改
修

工
事
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

○	
手
す
り
や
段
差
解
消
な
ど
一
定
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
行
わ
れ
て
い

る
、
又
は
そ
の
工
事
を
予
定
し
て

い
る
こ
と

○	

国
が
運
営
す
る「
あ
ん
し
ん
住
宅

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」
に
登
録
す

る
こ
と

※
こ
の
ほ
か
様
々
な
要
件
有
り

◎
補
助
対
象
工
事

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

○
耐
震
改
修
工
事

○	

他
用
途
か
ら
賃
貸
住
宅
に
用
途
変

更
す
る
た
め
の
改
修
工
事　

な
ど

お
知
ら
せ

報掲示板情K a n o y a  I n f o r m a t i o n
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kanoya

市
民
のひ

ろ
ば

毎
回
必
ず
見
て
い
ま
す
。
マ
チ
ロ
ク

の
写
真
が
懐
か
し
い
で
す
。
私
が

子
ど
も
の
頃
は
、
家
庭
に
必
ず
囲い

ろ

り
炉
裏
が

あ
り
、
さ
つ
ま
芋
や
お
も
ち
を
焼
い
て
い

た
の
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。（
て
ん

と
う
虫
さ
ん
・
55
歳
・
女
性
）

　

広
報
か
の
や
を
毎
回
読
ん
で
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
囲
炉
裏
は
、

今
と
な
っ
て
は
め
っ
た
に
お
目
に
か
か
ら
な

く
な
っ
た
だ
け
に
、
懐
か
し
さ
も
ひ
と
し
お

で
す
ね
。
て
ん
と
う
虫
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
昔
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中

心
の
場
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま

た
、
家
族
団
ら
ん
の
場
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
人
た
ち
が
集
ま
る
な
ど
、
人
と
人
を

繋
ぐ
大
切
な
場
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

鹿
屋
は
、
温
泉
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

大
好
き
で
す
。
温
泉
に
入
る
と
、

お
は
だ
が
ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ
て
体
も
ポ
カ

ポ
カ
温
ま
る
の
で
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

温
泉
上
が
り
の
牛
乳
が
楽
し
み
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
温
泉
に
い
っ
ぱ
い
入
り
た
い
で

す
。（
ひ
よ
ち
ゃ
ん
・
９
歳
・
女
性
）

　

ひ
よ
ち
ゃ
ん
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
確
か
に
温
泉
で
ポ
カ
ポ
カ
温
ま
っ
た

あ
と
の
牛
乳
は
、
普
段
飲
ん
で
い
る
牛
乳
よ

り
美
味
し
く
感
じ
ま
す
よ
ね
。
牛
乳
に
は
、

湯
上
り
の
貧
血
防
止
や
興
奮
を
抑
え
て
眠

り
や
す
く
な
る
な
ど
の
良
い
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
が
あ
る
ら
し
い
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
も
鹿

屋
の
温
泉
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

鹿
児
島
市
内
か
ら
ほ
と
ん
ど
来
た
こ

と
の
な
か
っ
た
大
隅
鹿
屋
に
引
っ

越
し
て
、
も
う
す
ぐ
５
年
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
の
に
、

広
報
誌
や
近
く
に
あ
る
市
役
所
と
リ
ナ
シ

テ
ィ
等
、
情
報
を
得
る
こ
と
で
過
ご
し
や

す
い
、
住
み
慣
れ
た
鹿
屋
の
生
活
で
す
。

大
事
な
子
育
て
時
代
の
思
い
出
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
自
然
や
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
も
す
ぐ
に
足
を
運
べ
る
こ
と
が
う
れ
し

い
で
す
。
地
産
地
消
で
食
べ
物
も
お
い
し

い
も
の
ば
か
り
で
す
。（
茶
い
っ
ぺ
大
好
き

さ
ん
・
40
歳
・
女
性
）

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
隅
半
島
は
、
薩
摩
半
島
と
比
較
す
る
と

大
型
レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
や

美
味
し
い
食
材
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
鹿
屋
で
一
度
き
り
の
子

育
て
期
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

広
報
か
の
や
を
１
ペ
ー
ジ
１
ペ
ー
ジ

め
く
る
た
び
に
、
鹿
屋
に
は
た
く

さ
ん
い
い
場
所
、
美
味
し
い
も
の
、
輝
い

て
仕
事
を
さ
れ
る
人
々
な
ど
が
い
る
こ
と

を
知
り
、
読
ん
で
い
て
心
が
落
ち
着
き
ま

す
。
南
日
本
酪
農
協
同
株
式
会
社
に
は
、

私
が
小
学
生
の
頃
に
社
会
科
見
学
で
行
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
１
個
ず
つ
ア

イ
ス
を
頂
い
て
芝
生
の
所
で
食
べ
た
の
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
今
後
も
安
心

安
全
な
製
品
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。（
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
さ
ん
・
33
歳
・
女
性
）

　

広
報
か
の
や
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
芝
生
の
上
で
み

ん
な
で
食
べ
る
ア
イ
ス
は
さ
ぞ
か
し
美
味

し
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
南
日
本
酪
農
協

同
株
式
会
社
鹿
屋
工
場
の
主
力
商
品
で
あ

る
カ
フ
ェ
・
オ
・
レ
は
、
大
隅
産
の
牛
乳

を
使
っ
て
お
り
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
販
売
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
大
隅
の

牛
乳
を
日
本
全
国
の
人
が
飲
ん
で
い
る
と

い
う
の
は
、
何
だ
か
誇
ら
し
い
こ
と
で
す

よ
ね
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
情
報
を

掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
広
報
か
の
や

を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
複
数
の
お
ハ
ガ
キ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
号
で
掲
載
で
き
な
か
っ

た
お
ハ
ガ
キ
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

№241

✂キリトリ線

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　広報広聴課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

広報誌への感想や、市へのご意見

のほか、地域のイベントや出来事、

お勧めスポットなど多くの情報も

お寄せください。

お便りをいただいた方の中から、

抽選で特産品等をプレゼントしま

す。たくさんのご応募をお待ちし

ています！

※掲載時に、原稿の一部を手直し

する場合もございます。

☎
〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市広報広聴課

「市民のひろば」係
  ☎ 31-1123

市民の皆さんからの

お便りを募集

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス ☎ 43-0119
　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

肝属東部医師会 診療時間	9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話 (0994）

1月17日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

24日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

31日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
岩重医院 東串良町川東 63-8514

2月  7日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

14日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

鹿屋市歯科医師会 診療時間	9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
1月17日 近藤歯科医院 西原 4 丁目 44-5373

24日 さかもと歯科クリニック 寿 8 丁目 44-2003
31日 重久歯科医院 向江町 42-4470

2月  7日 島田歯科 打馬 2 丁目 44-0180
11日 下浜歯科医院 川西町 41-5888
14日 すみの歯科医院 寿 3 丁目 42-2959

　冬はウイルスや細菌によるインフルエンザや感染性胃

腸炎などの感染症が流行するシーズンです。マメな予防
が大切です。

感染経路を絶つ
○	外出後、調理前、食事前、トイレ使用後には必ず手を
洗いましょう。

○	発熱、せき、のどの痛みなどの症状がある人は、必ず
マスクをしましょう。

○流行時は人混みをできるだけ避けましょう。
○おう吐物や便は適切に処理しましょう。
体調を万全にする
　バランスの良い食事や十分な睡眠を取るなど、体調を

万全にすることは体の抵抗を高めるために大切です。

部屋の湿度を保ち暖かく過ごす
　乾燥や低温を好むウイルスは、湿度や温度が高いと死

滅します。加湿器の使用や洗濯物を部屋干しするなどし

て、部屋の湿度を50 ～ 60％に保ちながら暖かくして過

ごしましょう。定期的な換気も忘れずに。

感染症にかかってしまったら･･･
○具合が悪ければ、早めに医療機関を受診しましょう。
○	安静にして休養を取りましょう。
　特に睡眠を十分に取ることが大切です。

○水分補給をしましょう。

問市保健相談センター　☎41ｰ2110

冬の感染症を予防しよう！

◎テレホンガイドかのや　　　　    ☎ 42-4000
　週末の休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

主な冬の感染症

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医１月・２月
鹿屋市医師会 診療時間	8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

1月 17日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

24日
 長﨑内科 笠之原町 43-2195
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

   31日
 伊東クリニック 札元2丁目 43-3500
 まつだこどもクリニック 西原2丁目 52-0507
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

2月  7日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
 えとう小児科 札元2丁目 40-3700
 鮫島整形外科病院 寿1丁目 43-2535

11日
 中原クリニック 横山町 48-2011
 やのファミリークリニック 寿4丁目 43-6248
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

14日
 鹿屋ハートセンター 札元2丁目 41-8100
 まつだこどもクリニック 西原2丁目 52-0507
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることが
　あります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

感染症の種類 症　　状

インフルエンザ
突然の38℃以上の高熱、のどの痛み・頭痛・
関節の痛み（身体の節々が痛いなど）の全身
症状が見られる

RSウイルス感染症
鼻かぜ程度で済む場合が多いが、ひどいせ
きや呼吸困難などの症状が現れ、細気管支
炎、肺炎へ進む場合もある

ロタウイルス感染症 発熱とおう吐で発症し、続いて下痢が見ら
れる。白色の下痢便が特徴

ノロウイルス感染症 突然の吐き気やおう吐を発症し、続いて下
痢・腹痛が起こってくる

◀ インフルエンザ予防啓発キャラクター

　「マメゾウくん」と「アズキちゃん」

25  Kanoya City Public Relations Kanoya City Public Relations  24



～いつもの街の貴重な記録～

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
!!

ご協力ありがとうございました。

テレビ
（昭和35

年）

家 族写真の中心にテレビ。この写真が撮影された
昭和35年は日本でカラー放送が開始され、ダッ

コちゃん人形が大流行した年です。テレビは当時の価
格で5万円前後、当時の初任給で考えると約4か月分に
相当する高価な買い物でした。まだあまり手に入らな
いテレビで、プロレスを見ようと近所の人も集まって
きました。白黒からカラー、アナログからデジタルと
機械は変化してもテレビを囲んでの団らんは今も昔も
変わりません。

問市文化財センター　☎ 31-1167

No.8

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線

応募〆切　２／12㊎

女子バレーボールドリームチーム
12人のサイン&タオル／３名様	
12月の「はつらつママさんバレーボールin
かのや」に出場した、女子バレーボールの
メダリストや日本代表経験者12人（佐

さ

伯
いき

美香、多
た

治
じ

見
み

麻子、宝
ほう

来
らい

麻紀子、杉山祥
さち

子
こ

など）のサインとバスタオルのセットを
３名様にプレゼント！
※今回の賞品は当選者に直接郵送します。

当選者の発表は、賞品の発送をもって
代えさせていただきます。

Present

　私たち、「鹿屋手話サークルやまびこ」は、昨年
４月に結成40年を迎えました。会員は現在26人
で、鹿屋市聴覚障害者協会の皆さんと一緒に県
内のイベントや地域で開かれるボランティアフェ
スティバル、とっておきの音楽祭などに参加した
り、小学校の手話教室に出向いて手話の普及に
努めています。
　一緒に活動する仲間を募集していますので、興
味がある人はぜひ一度遊びに来てください。
●定例会
◦昼の部＝毎週火曜日　13:30 ～ 15:30
◦夜の部＝毎週水曜日　19:00 ～ 21:00
●場所＝リナシティかのや２階ボランティア室
●会費＝年間3,000円
問市社会福祉協議会　☎44-2277

C l o s e  U p

　

南
小
学
校
の
２
年
生
か
ら
習
字
を
始

め
、
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
て

き
ま
し
た
。
当
然
、
高
校
の
部
活
動
で

は
書
道
部
を
選
択
。
そ
こ
で
ご
指
導
い

た
だ
い
た
恩
師
と
の
出
会
い
が
、
そ
の

後
の
人
生
に
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

　

恩
師
の
姿
に
憧
れ
、
大
阪
教
育
大
学

に
進
学
。
大
学
の
前
半
は
書
道
の
技
術

を
高
め
る
た
め
、
練
習
の
日
々
で
し
た

が
、
後
半
は
ア
ル
バ
イ
ト
代
で
研
究
書

を
買
い
あ
さ
り
、
読
書
ば
か
り
し
て
い

た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
院
修
了
後
は
高
校
の
非
常
勤
講

師
を
掛
け
持
ち
し
て
、
な
ん
と
か
そ
の

日
を
暮
ら
し
て
い
る
有
り
様
で
し
た
が
、

そ
ん
な
中
、
30
歳
で
公
益
財
団
法
人
日

本
習
字
教
育
財
団
に
就
職
し
、
財
団
が

運
営
す
る
博
物
館「
観か
ん
ぽ
う峰
館
」（
滋
賀
県
）

の
研
究
員
と
し
て
、
中
国
の
書
画
・
骨
董

を
中
心
に
研
究
論
文
の
執
筆
、
学
会
で

の
発
表
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

若
い
時
に
こ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き

た
こ
と
は
本
当
に
幸
い
で
し
た
が
、
そ

れ
ま
で
の
無
理
と
過
労
で
体
調
を
崩
し
、

30
歳
代
半
ば
を
過
ぎ
た
頃
、
療
養
の
た

め
に
少
し
の
間
鹿
屋
に
帰
省
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
久
し
ぶ
り
に
故ふ
る
さ
と郷
の
自
然
と
旧

友
に
接
し
、
い
つ
で
も
帰
っ
て
来
れ
る
場

所
の
存
在
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
こ
の

想
い
は
今
も
ま
っ
た
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

約
半
年
の
療
養
を
経
て
、
平
成
24
年

に
復
帰
し
ま
し
た
。
現
在
は
財
団
で
唯

一
の
書
学
研
究
員
と
し
て
、
書
の
研
究

は
も
ち
ろ
ん
、
教
材
開
発
、
執
筆
活
動

の
ほ
か
、
講
演
会
の
企
画
や
講
習
会
の

講
師
を
勤
め
る
な
ど
、
全
国
各
地
を
飛

び
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
母
校
の
大
阪

教
育
大
学
・
大
学
院
で
は
非
常
勤
講
師

と
し
て
論
文
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
電
子
機
器
の
発
達
に
伴
い
、

キ
ー
ボ
ー
ド
等
で
文
字
を「
打
つ
」
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
確
か
に「
書
く
」

こ
と
よ
り
単
純
で
楽
な
作
業
で
す
。
現

代
に
お
い
て
文
字
は
意
思
伝
達
の
道
具

に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
文
字
を「
手
書
き
」
す
る
こ
と

に
は
別
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。
中
国
の

大
詩
人
で
あ
り
書
家
の
蘇そ
し
ょ
く軾
が「
人
の
字

画
は
巧こ
う
せ
つ拙
の
外ほ
か

に
蓋け
だ

し
趣
あ
り
」と
の
言

葉
を
遺の
こ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は「
人
間
の

筆
跡
は
、
上
手
・
下
手
は
と
も
か
く
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
味
が
あ
る
」
と
い

う
意
味
で
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
や
活
字
よ
り「
手
書
き
」

の
も
の
を
嬉
し
く
感
じ
る
の
は
、
書
き

手
の
人
間
味
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の

祖
先
は
、
読
み
手
に
対
す
る
美
し
い「
心

ば
え
」を
筆
跡
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
の

で
す
。
ま
さ
に「
書
」
の
魅
力
そ
の
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
習
字
や
書
道
の
伝

統
と
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
活
動

を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大学院進学後、書道はもちろん人間
としても「悲喜こもごも」多くの経
験をしたという。しかし「その経験
が研究に行き詰った時に役に立って
いるのは不思議なこと」と志民さん
は語る。

明
日
へ
の

扉
No.13

昭和47年愛知県生まれ。３歳の時に鹿屋市に
転入。鹿屋高校卒業後、大阪教育大学、同大
学院修了。平成15年、日本習字教育財団に就
職し、「観峰館」の研究員を経て、平成24年か
ら書学研究員。現在、大東文化大学客員研究
員も兼ねる。大阪府高槻市在住。（43歳）

「
書
」の
伝
統
と
美
を

　
未
来
に
伝
え
て
い
く 

Kazuyoshi Shitami

志民 和儀さん
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田 崎 斎 場　鹿屋市田崎町108
バイパス斎場　鹿屋市大浦町14042－8

葬儀相談係  池田 成利
☎0994-44-4440

詳しくはWebで‼

みんなが立派にお葬儀を行えますように！

家族葬の
池田屋

24時間受付 お気軽にお問い合わせください

斎場使用料・遺影写真・棺・骨つぼ・位牌
病院お迎え・通夜、火葬場の手伝い・役場手続き無料

194,000円家族葬も
一般葬も プランのみ

98,000円まごころ葬
（仏事、神事を行わず親族のみでまごころをもって送る葬儀です。）

～そんな地域になりますように　　～
地域の皆様が
会員です！

新中学生制服採寸受付中!新中学生制服採寸受付中!

いけのうえ
学生服・セーラー服の

市内各小・中学校標準服取扱店

鹿銀 ↑
至 

西
原

至 

寿
↓

↑
至 

高
隈

至 

市
役
所
↓

さ
つ
ま
七
十
七
萬
石

いけのうえ

ピット88
駐車場

※ピット88駐車場の
　無料券あります。

アーケード

小学生・中学生制服の
採寸特価セール実施中！！

お早めにご来店ください。
©2007 TOMY

㈲池之上百貨店  鹿屋市向江町８-３ ☎ 42-2191　　0120-80-7777

電話：0994-45-7300

子ども相談・支援ルーム
 つながり

〒893-0064 鹿屋市西原 2 丁目 33 番 12 号１Ｆ
 

Mail;info@tunagari-rinaikai.com 

子どもに関する相談を 24 時間で受け付けます。

困ったな～
どうしよう・・・
そんな時は一人で考え
ずに、まず相談を！！

・子供（生後 2か月以上）を預けて
　　　　　　　　　　　　　　介護の仕事はいかが。
・働きながら国家資格（介護福祉士）を
　　　　　　　　　　　　　　取りませんか。

Dream it, Try it, Do it 

風の村
働きませんか
（託児所完備）
入居しませんか
（お安くなりました）
士
祉
福
護
介

 
⬅

ネ
マ
ア

ケ

実務者研修

〈資格
取得〉

初
任
者
研
修　

⬇　　　　　　 

⬇
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鹿屋市野里町2485番地　TEL0994-36-6000　FAX0994-36-6001

詳細はホームページでご確認下さい。
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所
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工
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●

シンプルでも
尊厳ある｢お葬式」ご存知ですか？

オープン
しました

祭壇・祭壇花・お棺・
ご遺影写真・位牌・
お骨壺・線香ローソク・
寝台車（病院～自宅
［安置所］）・式場使用
料（1泊分）・スタッフ
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広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市広報広聴課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
㈱新生社印刷

☎ 0994-43-2238

K
A

N
O

Y
A

 C
IT

Y
 P

U
B

L
IC

 R
E

L
A

T
IO

N
S  

Ja
n

u
a

r
y

20
16

1N
o

.24
1


